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【目 的】

奄美海域における瀬物一本釣り漁業の対象種となっているムツ，メダイ等について，精密測定調

査・市場調査等の生態調査を実施することにより基礎的知見を蓄積し，資源管理方策を検討・提言

し，資源の合理的管理と持続的利用を図り，もって漁業経営の安定化に資する。

【材料及び方法】

１ 生物生態調査

(1) 対象魚種

メダイ・ムツ等

(2) 漁業実態調査

主要水揚げ港における漁獲統計等の整理・集計

(3) 精密測定調査

全長・尾叉長・体重・生殖腺重量の測定，生殖腺の組織学的観察及び耳石による年齢査定等

【結果及び考察】

１ 生物生態調査

(1) 漁獲量調査

奄美海域におけるH21年の漁獲量は

ムツ：8.9トン，メダイ：18.2トン

で，いずれも前年を上回った（図

１）。

(2) 精密測定調査

今年度，ムツ：142尾，メダイ：81尾の測定を行った。

① 産卵期及び成熟サイズの推定

月別の生殖腺指数（GSI）の推移から，産卵期は，これまでのところ，ムツ，メダイともに

11月～３月と推定される（図２・３，６・７）。

また尾叉長-GSI関係から，これまでのところ，ムツは雌雄ともに尾叉長25～26cmで，メダイ

は雌雄ともに尾叉長約60cmで，それぞれ生殖腺が発達すると考えられる（図４・５，８・９）。

鹿児島大学水産学部増田教授と共同で実施している生殖腺組織切片観察のこれまでの結果で

は，雌の産卵期はムツで11～2月，メダイで12～2月，雄の成熟期はムツで10～2月，メダイで1

2～2月と推察される。また雌の生物学的最小形は，ムツで尾叉長420mm，メダイで580mmと推察

される。今後，さらにサンプルを追加することにより，これらの暫定値は変更の可能性がある。

図１　奄美海域におけるムツ・メダイの漁獲量の推移

※H17以降１漁協分を集計に加えた
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② 耳石による年齢査定

雌雄別の年齢査定及び生殖腺の組織学的観察による成熟・産卵生態については，鹿児島大学

と共同で実施中であり，より精度の高い生物学的特性値を求め，資源管理方策検討・提言の基

礎資料としたい。

図２　　月別GSI（ムツ：オス）

0

1

2

3

4

5

6

7

8

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

月

G
S
I

n=127

図４　　尾叉長－GSI関係（ムツ：オス）
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図３　　月別GSI（ムツ：メス）
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図５　　尾叉長－GSI関係（ムツ：メス）

0

2

4

6

8

10

12

14

16

0 200 400 600 800 1,000 1,200

尾叉長(mm)

G
S
I

n=182

図６　　月別GSI（メダイ：オス）
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図８　　尾叉長－GSI関係（メダイ：オス）
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図７　　月別GSI（メダイ：メス）
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図９　　尾叉長－GSI関係（メダイ：メス）
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